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活
気
あ
ふ
れ
る

津
山
の
秋

物
見
神
社
の
花
祭
り

物
見
神
社
の
花
祭
り

新
野
ま
つ
り

新
野
ま
つ
り

阿
波
八
幡
神
社
の

阿
波
八
幡
神
社
の花祭

り

花
祭
り

津
山
ま
つ
り

津
山
ま
つ
り

高
田
神
社
の
獅
子
舞

高
田
神
社
の
獅
子
舞

ふ
れ
あ
い
広
場

ふ
れ
あ
い
広
場

久
米
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

久
米
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

津
山
・
城
西
ま
る
ご
と

津
山
・
城
西
ま
る
ご
と

博
物
館
フ
ェ
ア
２
０
２
３

博
物
館
フ
ェ
ア
２
０
２
３

道
の
駅
「
久
米
の
里
」

道
の
駅
「
久
米
の
里
」

秋
の
味
覚
・
収
穫
祭

秋
の
味
覚
・
収
穫
祭

津
山
洋
学
資
料
館
後
期
企
画
展

津
山
洋
学
資
料
館
後
期
企
画
展

  「
ペ
リ
ー
来
航
１
７
０
周
年
記
念

「
ペ
リ
ー
来
航
１
７
０
周
年
記
念

描
か
れ
た
黒
船
艦
隊
」

描
か
れ
た
黒
船
艦
隊
」

田
熊
の
舞
台

田
熊
の
舞
台

広
野
子
ど
も
歌
舞
伎

広
野
子
ど
も
歌
舞
伎

津
山
郷
土
博
物
館
特
別
展

津
山
郷
土
博
物
館
特
別
展

　
　
「
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア

　
　
「
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア

--

少
し
昔
の
津
山
」

少
し
昔
の
津
山
」

　
東
の
大
隅
神
社
、
西
の
髙
野
神
社
、
総
鎮
守
の
徳

守
神
社
の
秋
祭
り
の
総
称
で
す
。
各
神
社
の
大
神み

輿こ
し

や
、
町
内
か
ら
出
動
す
る
だ
ん
じ
り
を
力
強
く
引
き

回
す
姿
が
見
ど
こ
ろ
で
す
。

　
桜
や
梅
、
し
だ
れ
柳

に
模
し
た
高
さ
約
３
ｍ

の
「
花
」
を
奉
納
し
ま

す
。

と
き　
10
月
22
日
㈰
午

後
２
時
～

と
こ
ろ　

物
見
神
社

（
加
茂
町
物
見
）

■問
加
茂
支
所
地
域
振
興

課
☎
32-
７
０
３
５

　
新
野
地
域
の
各
社
か

ら
集
ま
る
７
体
の
神
輿

が
練
り
合
い
、
五
穀
豊

穣
を
祝
い
ま
す
。

と
き　
11
月
３
日
㈮
㈷

午
後
１
時
～

と
こ
ろ　
新
野
山
形
神

事
場
（
新
野
山
形
）

■問
勝
北
公
民
館
（
新
野

東
）

　
☎
36-

２
１
０
１

　
竹
細
工
の
「
花
」
を

激
し
く
ぶ
つ
け
合
う
こ

と
か
ら「
け
ん
か
祭
り
」

と
も
呼
ば
れ
ま
す
。

と
き　
11
月
３
日
㈮
㈷

午
後
１
時
～

と
こ
ろ　
阿
波
八
幡
神

社
（
阿
波
）

■問
阿
波
出
張
所
地
域
振

興
課

　
☎
32-

７
０
４
２

　
雌
雄
の
獅
子
が
笛
と

太
鼓
に
合
わ
せ
て
勇
壮

な
舞
を
繰
り
広
げ
ま
す
。

と
き　
10
月
８
日
㈰
午

後
０
時
30
分
～

と
こ
ろ　

高
田
神
社

（
上
横
野
）

※
駐
車
場
あ
り

■問
観
光
振
興
課

　
☎
32-

２
０
８
２

と
き
・
と
こ
ろ
　
10

月
15
日
㈰
＝
大
隅

神
社
（
上
之
町
）、

10
月
22
日
㈰
＝
徳

守
神
社
（
宮
脇

町
）、
髙
野
神
社

（
二
宮
）

■問
同
実
行
委
員
会
事

務
局
（
津
山
商
工

会
議
所
内：山
下
）

　
☎
22-

３
１
４
１

と
き　
10
月
29
日
㈰
午
前
９
時
～
午
後
３
時

と
こ
ろ　
久
米
総
合
文

化
運
動
公
園
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
久
米
公
民
館

（
中
北
下
）

内
容　
町
内
会
や
商
工

会
の
テ
ン
ト
村
、
芸

能
大
会
、
北
野
ま
ち

子
歌
謡
シ
ョ
ー
、
大

抽
選
会
、
餅
投
げ

■問
久
米
支
所
地
域
振
興
課
☎
32-

７
０
１
１

　
地
域
の
皆
さ
ん
に
よ
る
手
作
り
の
催
し
で
す
。
城

西
の
歴
史
や
大
正
浪
漫
を
感
じ
な
が
ら
散
策
し
ま
せ

ん
か
。

と
き　
10
月
１
日
㈰
午
前
10
時
～
午
後
３
時

と
こ
ろ　
城
西
地
区

（
作
州
民
芸
館
、
城

西
浪
漫
館
、
城
下
町

歴
史
館
な
ど
）

内
容
　
ス
テ
ー
ジ
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
お

宝
さ
が
し
、
こ
ど
も

ガ
イ
ド
、
人
力
車
、

だ
ん
じ
り
試
乗
会
、

ア
ー
ト
ク
ラ
フ
ト
展

な
ど

■問
同
実
行
委
員
会
事
務
局
（
城
西
浪
漫
館
内
）

　
☎
22-

８
６
８
８

　
久
米
地
域
産
の
新
高
梨
や
新
米
の
販
売
、
ガ
ラ
ポ

ン
抽
選
会
な
ど
を
行
い
ま
す
。

と
き　
10
月
８
日
㈰
午
前
９
時
30

分
～
午
後
３
時

と
こ
ろ　
道
の
駅
「
久
米
の
里
」

（
宮
尾
）

■問
道
の
駅
「
久
米
の
里
」
☎
57-

７
２
３
４

　
ペ
リ
ー
率
い
る
ア
メ
リ
カ
艦
隊
の
来
航
の
際
、
津
山
藩
は
箕み

作つ
く
り

秋
坪
を
浦
賀
へ
派
遣
し
、
情
報
収
集
さ
せ
ま
し
た
。
こ
の
時

作
成
さ
れ
た
絵
図
な
ど
が
、
絵
巻
物
と
し
て
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

異
国
船
を
描
い
た
絵
画
資
料
を
中
心
に
、
異

国
船
来
航
の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。

と
き　
10
月
７
日
㈯
～
令
和
６
年
２
月
18
日

㈰
午
前
９
時
～
午
後
５
時

と
こ
ろ　
津
山
洋
学
資
料
館
（
西
新
町
）

入
館
料　
一
般
＝
３
０
０
円
、
高
校
生
・
大

学
生
・
65
歳
以
上
＝
２
０
０
円
、
中
学
生

以
下
＝
無
料

■問
津
山
洋
学
資
料
館
☎
23-

３
３
２
４

　
「
田
熊
の
舞
台
」
の
国
重
要
有
形
民
俗
文

化
財
指
定
50
周
年
を
記
念
し
、
地
域
の
子
ど

も
た
ち
が
歌
舞
伎
を
披
露
し
ま
す
。
そ
の
ほ

か
、
横
仙
歌
舞
伎
の
出
演
な
ど
、
多
数
の
イ

ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。

と
き　
10
月
21
日
㈯
午
後

０
時
30
分
～
４
時

と
こ
ろ　
田
熊
八
幡
神
社

（
田
熊
）

※
28
ペ
ー
ジ「
津
山
自
慢
」

も
ご
覧
く
だ
さ
い

■問
広
野
公
民
館
☎
29-

０
３
８
０

　
津
山
地
域
の
古
い
写
真
（
概
ね
大
正
時
代
～
昭
和
40
年
代
）

約
70
点
を
、
全
景
、
橋
、
駅
、
街
角
な
ど
テ
ー
マ
別
に
展
示
し
、

少
し
昔
の
津
山
の
姿
を
紹
介
し
ま
す
。

と
き　
11
月
４
日
㈯
～
12
月
17
日
㈰
午
前
９

時
～
午
後
５
時

と
こ
ろ　
津
山
郷
土
博
物
館
（
山
下
）

入
館
料　
一
般
＝
３
０
０
円
、
高
校
生
・
大

学
生
・
65
歳
以
上
＝
２
０
０
円
、
中
学
生

以
下
＝
無
料

■問
津
山
郷
土
博
物
館
☎
22-

４
５
６
７

※８月25日現在の情報です。中止・変更する場合がありますので、事前にご確認ください
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